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抽選で３００名様に

●ご購入時にお渡しするハガキに必要事項をご記入の上、切手を貼ってご応募ください。
●応募締め切り：令和2年4月末消印有効（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。）

JAグループ

は登録商標 第4702318号

ただ今実施中

彩の国黒豚肉プレゼント！
対象商品：ラウンドアップ マックスロード5.5ℓ、20ℓ、200ℓ／バスタ液剤10ℓ／タッチダウンiQ6ℓ、20ℓ、200ℓ

キャンペーン期間 令和2年4月30日まで

除草剤大型規格
キャンペーン！！
除草剤大型規格
キャンペーン！！

●幅広い登録作物数
●作物、人畜、環境にやさしい
●殺草スペクトラムが広く、
　　　　問題雑草にも高い効果

対象商品：10ℓ

ダブル展着効果でパワー除草！

●サッと広がり、
　スッと染み込み、根まで枯らす！
●枯れ始めが「速い」、
　　　　　　抑草期間が「長い」

対象商品：6ℓ、20ℓ、200ℓ

吸収力が違う！

ラウンドアップラウンドアップ
マックスロードマックスロード

対象商品：5.5ℓ、20ℓ、200ℓ

ⓇはBASF社の登録商標

●大量に取り込まれた活性成分が
　突然の雨、低温、朝露にも効く！



作ろう！米粉料理
なぜ米粉なの？

肉まん
【材料・10個分】〈生地〉☆彩のかがやき米粉パウダー：150㌘　☆むしパンミックス：350㌘　☆
水200㏄〈具〉☆豚ひき肉：130㌘　☆長ネギ：15㌢　☆干しシイタケ：２枚　☆水煮タケノコ：50
㌘　☆生姜：10㌘〈調味料〉☆ごま油：大さじ１　☆醤油：大さじ1と1/2　☆塩：少々　☆砂糖：小
さじ１　☆片栗粉：小さじ１

食料自給率37％

ほくさい管内で1,357㌧

水田の有効活用

低吸油でヘルシー 優れたアミノ酸バランス

参考資料：農林水産省ＨＰ

※平成30年度・カロリーベース

※令和元年度実績

☆日本の食料自給率は主要先
進国の中でも最低水準。日常
的に口にする食物の多くを海
外からの輸入に頼っていま
す。米粉の普及によって新た
な米の消費拡大が可能になれ
ば、その向上が期待できます。

☆県内で米粉用米の作付けが
始まったのは平成20年。翌21
年、管内でも23㌶で栽培がス
タートし、初集荷は110㌧で
した。その後面積は年々拡大。
令和元年度は265㌶で栽培さ
れ、1,357㌧集荷されました。

「彩のかがやき米粉パウダー」を製造する「みたけ食品工業株式会社」のホー
ムページには、この他にも多彩なレシピが掲載されています。あわせてご活
用ください。　　　URL：official.mitake-shokuhin.co.jp

☆コメの消費量は年々減少。
現在の消費量であれば、全国
にある水田の６割でまかなう
ことができるといわれていま
す。残りの４割の水田を有効
に活用する作物として、米粉
用米に期待が寄せられていま
す。

☆小麦粉よりも油の吸収率が
低く、天ぷらを米粉で揚げる
と、サクサク感が長く継続し
ます。

【油の吸収率】
米粉21％・小麦粉38％

※鶏もも肉を揚げた時の衣の油吸収率（出展）：
「Oil Uptake Properties of Fried Batters from 
Rice Flour」F.Shin and K.Daigle（J.Agric. 
Food Chem.47(1999)）

☆米粉は人に必要なアミノ酸
のバランスが優位です。

【アミノ酸スコア】
米65・小麦41

※米は精白米、小麦は中力粉の数値。1973年FAO／
WHOの評点パターンを使用。（出展：「食品のたんぱく質
とアミノ酸」科学技術庁資源調査所（昭和61年））
※アミノ酸スコア
人間が食物として摂取しなければならない「必須アミノ
酸（９種）」の各々について、その含量を人が必要とする
基準値（評点パターン（FAO／WHO（1973、1985年））
で除して％表示し、その９種のうちの最低値がアミノ酸ス
コア。９種全て基準値を満たすと100となる。

みたけ食品工業株式会社

ＪＡ行田・羽生・加須・騎西・
北川辺農産物直売所と大利根営
農経済センターでお取扱い中

①米粉パウダー、むしパンミックスをボ
ウルに入れ、水を加え混ぜる

②耳たぶくらいの固さになったら、10
個に分ける

③別のボウルに細かく刻んだ具材と調
味料を加え、10等分する

④③のタネを②の生地でつつむ

⑤クッキングシートにのせ、湯気のあ
がった蒸し器で15分加熱する

お子様の
おやつにも！

300グラム
216円（税込）

❷



J
A
女
性
部
で
は
、
各
支
部
で
定
期
的

に
米
粉
料
理
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ

の
評
判
を
聞
き
つ
け
た
行
田
市
の
公
民
館

か
ら
講
師
依
頼
が
あ
り
、
11
月
24
日
に
羽

生
支
部
の
落
合
ハ
ツ
子
さ
ん
が
参
加
者
に

そ
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

長
野
公
民
館（
筆
容
三
館
長
）に
集
ま
っ

た
の
は
、
同
市
立
東
小
学
校
の
１
年
生
と

そ
の
保
護
者
ら
26
名
。
上
記
で
紹
介
し
た

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

落
合
さ
ん
は
「
米
粉
は
ダ
マ
に
な
り
に

く
い
か
ら
ふ
る
う
手
間
も
な
い
。
ぜ
ひ
覚

え
て
帰
っ
て
。」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
熱

心
に
指
導
し
ま
し
た
。

調
理
後
の
試
食
で
は
、
お
父
さ
ん
と
参

加
し
た
橋
本
結
奈
さ
ん
が
「
簡
単
で
楽
し

か
っ
た
。
家
で
も
作
り
た
い
。」
と
笑
顔

で
ケ
ー
キ
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

立
ち
会
っ
た
櫻
井
真
佐
美
校
長
は
「
と

て
も
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ

さ
り
、
親
子
で
調
理
を
楽
し
め
ま
し
た
。」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

女性部員が先生に！
米粉料理教室

シチュー

シフォンケーキ

【材料・２～３人分】☆彩のかがやき米粉パウダー：大さじ２　☆牛乳：400㏄　☆固形コンソメ：
１個（200㏄のお湯で溶くⒶ）　☆塩・コショウ：少々　☆タマネギ：１/2個　☆シメジ：1/2パック

（小房に分ける）　☆白菜：２～３枚（３㌢の幅にカット）　☆小松菜：２本　☆ベーコン：２枚（半分
に切って１㌢幅にカット）　☆サラダ油：少々

【材料・13㌢シフォン型１台分】☆彩のかがや
き米粉パウダー：60㌘　☆水：30㏄　☆卵：３
個　☆砂糖：60㌘　☆サラダ油：30㏄

☆シフォン型はホームセンターや100円ショップなど
で売られている紙製のものを使うとさらに簡単です。

①サラダ油で、タマネギ・シメジ・白菜・
ベーコンを炒め、タマネギに火が通っ
たら塩コショウで味付けする。

②①に米粉パウダーを振り入れ、火を止
めて混ぜる。

③②に牛乳を少しずつ入れてのばす。
　※弱火で焦がさない。
④③にⒶと小松菜を入れ、４～５分煮

る。

①ボウルに卵黄を入れ、分量の1/2の砂糖
を加えて白っぽくなるまで混ぜる。

②サラダ油と水を合わせ①に少しずつ加え
る。

③米粉パウダーを②に入れて混ぜる。
④別のボウルに卵白を入れ、残りの砂糖を

入れて角が立つまで泡立て、メレンゲを
作る。

⑤③に④を入れ、メレンゲをこわさないよ
うにさっくりと混ぜ合わせたらシフォン
型に入れる。

⑥180度に予熱したオーブンで30分焼く。
竹串をさして生地がついてこなければ焼
き上がり。

⑦型を逆さまにして冷めたらできあがりで
す。

☆ご自宅のオーブンに応じて、温度と焼き時間を調整し
てください。

ルウがなくても
できる！

憧れのスウィーツが
手軽に！

❸



　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

３
月
２
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

理
事
会
か
ら

１
月
28
日
の
主
な
議
案

①
加
須
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
受
変
電
設
備
改
修
工
事
に

つ
い
て

②
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）に
つ
い
て

税
務
法
律
相
談

3
月
２
日
に
加
須
で
開
催

農業者のための労災保険

詳しい内容のお問い合わせ、お申込みは各支店窓口で承ります

　労災保険は、労働者に業務災害（病気・けが等）が起こった場合に保険給付を行う制度で
す。農作業中の事故に備えて、農業者は上記３種類の労災保険のいずれかに加入することが
できます。

指定農業機械
作業従事者

特定農作業従事者
※加入要件があります

中小事業主等
※雇用のある

農業経営者の方に

❹



JAほくさいの役員改選について

 １．役員選任区（組織代表）ごとの理事・監事数

 ２．役員の選任日程

農協法および当ＪＡの定款により、役員の任期は３年と定められており、これに基づいて３年ごとの総代会に
おいて役員改選が行われております。
現在の役員は、平成29年６月に選任され、令和２年の通常総代会で任期満了となることから、組合員のみなさ
まへ役員改選について日程等をお知らせいたします。
理事・監事の役員定数により、選任区ごとに理事31名、女性代表として理事４名、監事６名です。さらに、こ
の組合の区域全体（実務精通）の理事３名、監事１名を常勤とし、員外監事に１名を充て合計46名について選任
の予定です。
以上を踏まえ、現行の役員定数を維持したうえで、役員候補者選出に関する内規（役員の年齢制限等）に照ら
し役員選出を行います。なお、改正農協法の中で理事の構成要件が定められ、「理事の定数の過半数は認定農業
者又は実践的能力者とする」（農協法第30条第12項）とし、下表のとおり配分します。
つきましては、役員の選任日程等をご確認いただき、ＪＡの役員選出過程をご理解いただくとともに、ご協力
をお願いいたします。

①選任区域ごとの正組合員代表者会議の開催（２月中～下旬）……………… �地区の推薦委員並びに理事候補者・
監事候補者の選考

②推薦会議の開催	 （３月中旬）………………………………………………… 理事候補者・監事候補者の決定
③定例理事会	 （４月下旬）………………………………………………… 役員選任議案の決定
④第24回通常総代会	（６月上旬）………………………………………………… 理事・監事の選任

支店名 区 地区名 組織代表理事 うち認定農業者枠実践的能力者枠 女性理事
行 田 南 第１区 埼玉・下忍 1

６人中３人以上
1

太 田 第２区 太田 1
行 田 中 央 第３区 長野・佐間・荒木 1
行 田 北 第４区 須加・北河原 1
行 田 中 部 第５区 星河・谷郷・星宮 1
行 田 西

第６区 持田前谷・太井・南河原 1
南 河 原

小　計 6

川 里 中 央 第７区 屈巣・広田・共和 2 ２人中１人以上小　計 2

羽 生 中 央 第８区 羽生・岩瀬 1

７人中４人以上 1

羽 生 北 第９区 川俣・井泉 1
手 子 林 第10区 手子林 1
須 影 第11区 須影 1

羽 生 東 第12区 村君 1
第13区 三田ヶ谷 1

新 郷 第14区 新郷 1
小　計 7

加 須 中 央 第15区 加須・三俣 1

７人中４人以上 1

加 須 西 第16区 礼羽・不動岡 1

加 須 北 第17区 樋遣川 1
第20区 大越 1

大 桑 第18区 大桑 1
水 深 第19区 水深 1
埼 玉 志 多 見 第21区 志多見 1

小　計 7

騎 西 中 央 第22区 騎西・高柳 1

４人中２人以上

1

田 ヶ 谷 第23区 田ヶ谷 1
種 足 第24区 種足 1
鴻 茎 第25区 鴻茎 1

小　計 4

北 川 辺 第26区 北川辺1～4地区 1
２人中１人以上第27区 北川辺5～9地区 1

小　計 2

大 利 根 中 央 第28区 東・元和 1

３人中２人以上
東

原 道 第29区 原道 1
豊 野 第30区 豊野 1

小　計 3

組織代表計 31 31人中17人以上 4

うち　地区14　女性４ うち認定農業者枠実践的能力者枠（最低人数）
組織代表・女性理事 35 （18） （17）
この組合の区域全体（実務精通） 3 ― （3）
理事計（定数） 38 （18） （20）

地区名 組織代表監事

行 田 地 区 1

川 里 地 区 1

羽 生 地 区 1

加 須 地 区 2

騎 西 地 区 ―

北川辺地区 ―

大利根地区 1

組織代表計 6

組 織 代 表 6
実 務 精 通 1
員 外 1
監事計（定数） 8

❺



【
令
和
元
年
分
の
所
得
税
及
び

　
消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
】

　

行
田
税
務
署
で
は
、
令
和
元
年

分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
相

談
・
申
告
書
の
受
付
を
令
和
２
年

２
月
17
日
㈪
か
ら
同
年
３
月
16
日

㈪
ま
で
、
個
人
消
費
税
等
に
つ
い

て
は
同
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
行
い

ま
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
：
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

　
　
　
（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

相
談
開
始
：
午
前
９
時
か
ら

　

ま
た
、
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
閉
庁
日
の
相
談
】

　

な
お
、
行
田
税
務
署
で
は
、
２

月
24
日
㈪
と
３
月
１
日
㈰
に
限
り
、

熊
谷
税
務
署
と
合
同
で
確
定
申
告

書
用
紙
の
配
付
、
申
告
相
談
、
確

定
申
告
書
の
収
受
及
び
納
付
相
談

を
行
い
ま
す
。（
現
金
納
付
の
窓

口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。）

※　

こ
の
２
日
間
の
申
告
相
談
等

の
会
場
は
、
熊
谷
税
務
署
と
な

り
ま
す
。
行
田
税
務
署
で
の
業

務
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

当
日
は
大
変
な
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

※　

上
尾
税
務
署
で
は
２
月
24
日

㈪
と
３
月
１
日
㈰
に
同
様
の
業

務
を
行
い
ま
す
。

【
確
定
申
告
に
便
利
な
Ⅰ
Ｄ
・

　
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
よ
う
！
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申

告
書
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
だ
け
で
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
税
務
署

に
お
い
て
５
分
程
度
で
発
行
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
取
得
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
取
得
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
又
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の

方
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

方
式
」
に
よ
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
の

際
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※　

既
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
手

元
の
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方

式
の
届
出
完
了
通
知
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
書
等
作
成

　
　
コ
ー
ナ
ー
が
便
利
で
す
！
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
混
雑
す
る
税

務
署
の
確
定
申
告
会
場
に
出
向
か

な
く
て
も
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申

告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
送
信
（
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
し
て
送
信
又
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
送
信
）、

印
刷
し
て
郵
送
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
提
出
で
き
ま
す
。

【
医
療
費
控
除
を

　
　
　
　
適
用
さ
れ
る
方
へ
】

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が

不
要
と
な
り
、
代
わ
り
に
「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
の
作
成
・
添

付
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
明
細
書
の
記
載
内

容
の
確
認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
領
収
書
は
５
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※　

提
出
が
不
要
と
な
る
領
収
書

に
は
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
医
師
等
が
発
行

し
た
証
明
書
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※　

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
ま

で
は
従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添

付
又
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

【
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
】

　

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
に
は
、
令
和
元
年
10
月
1
日

以
降
の
取
引
に
つ
い
て
、
売
上
げ

や
仕
入
れ
等
を
税
率
（
軽
減
税
率

８
％
・
標
準
税
率
10
％
）
ご
と
に

区
分
し
て
記
帳
す
る
な
ど
の
経
理

（
区
分
経
理
）
を
行
っ
た
帳
簿
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
分
か
ら
は
、

消
費
税
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

に
は
、
区
分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿

に
基
づ
き
、「
課
税
取
引
金
額
計

算
表
」
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳
簿
や
受

け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
書
類
を

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
納
税
は
口
座
振
替
を

　
　
還
付
金
は
口
座
振
込
み
で
】

　

所
得
税
と
個
人
事
業
者
の
消
費

税
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
た
め
の

手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
期
限

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
振

替
納
税
が
大
変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
還
付

金
の
お
受
取
は
、
預
貯
金
口
座
へ

の
振
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
鴻
巣
市
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

上
尾
税
務
署
の
管
轄
に
な
り
ま

す
が
内
容
は
同
様
で
す
。

▼
お
問
合
せ

　
行
田
税
務
署

☎
０
４
８

－

５
５
６

－

２
１
２
１

　
上
尾
税
務
署

☎
０
４
８

－

７
７
０

－

１
８
０
０

所
得
税
及
び
消
費
税
の

確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
る
方
へ

預貯金からの振替日は

所得税　令和２年４月21日㈫
　★現金納付の場合の納期限は3月16日㈪

消費税　令和２年４月23日㈭
（個人事業者）
　★現金納付の場合の納期限は３月31日㈫
◎振替日の2～3日前には、預貯金残高をお確かめくだ

さい。
・預貯金残高不足等で引落しできない場合は、所得税

は３月17日から、消費税は４月１日から納付日まで、
延滞税がかかりますのでご注意ください。

口座振替を利用すると…
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表１　小麦および大麦の生育期茎葉処理除草剤	 　　　　　　　令和元年12月17日現在の登録内容で作成

○農薬使用時はラベル表示を必ず確認してから使用しましょう。
○農薬の飛散防止に努めましょう。　○農薬の使用記録簿をつけるよう努めましょう。　※5葉期まで

令
和
２
年
産
麦
の
こ
れ
か
ら
の
栽
培
管
理

　

令
和
２
年
産
麦
の
播
種
作
業
は
、

11
月
下
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に

よ
り
、
平
年
よ
り
遅
れ
、
湿
害
に

よ
る
播
き
直
し
も
散
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
12
月
播
種
が
多

く
、
生
育
は
遅
れ
気
味
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

気
象
庁
の
３
か
月
予
報
（
12
月

～
３
月
）
で
は
、平
均
気
温
は
「
平

年
並
か
高
い
」、
降
水
量
は
「
ほ

ぼ
平
年
並
」
の
見
込
み
で
す
。

　

天
候
を
見
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の

栽
培
管
理
を
的
確
に
行
い
、
高
品

質
麦
の
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１　
排
水
対
策

　

排
水
不
良
の
ほ
場
で
は
、
降
雨

や
降
雪
に
よ
る
根
腐
れ
等
の
湿
害

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
排
水

溝
の
設
置
を
行
っ
て
い
な
い
ほ
場

で
は
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
設

置
済
み
の
ほ
場
で
も
、
排
水
路
と

連
結
さ
れ
て
い
る
か
、
埋
も
れ
て

い
な
い
か
等
を
確
認
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
速
や
か
に
補
修
し
ま
す
。

２　
麦
踏
み

　

麦
踏
み
は
、
過
繁
茂
時
は
過
剰

生
育
を
抑
制
す
る
効
果
、
生
育
不

足
時
は
分
げ
つ
発
生
を
促
進
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

土
壌
水
分
が
高
く
踏
圧
に
よ
り

締
ま
る
よ
う
な
場
合
は
見
合
わ
せ

ま
す
。
ほ
場
が
乾
い
た
ら
、
10
日

程
度
の
間
隔
を
開
け
、
茎
立
ち
ま

で
に
１
～
２
回
を
目
標
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

３　
追
肥

　

追
肥
は
10
a
当
た
り
窒
素
成
分

2
㎏
を
上
限
と
し
て
散
布
し
ま
す
。

基
肥
一
発
型
肥
料
に
つ
い
て
は
、

生
育
状
況
に
よ
っ
て
追
肥
の
要
否

を
判
断
し
ま
す
。

　

高
温
多
雨
条
件
で
は
、
追
肥
の

時
期
が
早
ま
り
ま
す
。
葉
色
や
肥

料
の
散
布
適
期
を
確
認
し
、
散
布

漏
れ
の
無
い
よ
う
に
、
早
め
に
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

•
小
麦
「
あ
や
ひ
か
り
」

　

３
月
上
～
中
旬
の
追
肥
を
基
本

と
し
ま
す
。

•
二
条
大
麦
「
彩
の
星
」

　

生
育
に
応
じ
た
２
月
上
～
中
旬

の
追
肥
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

ビ
ー
ル
麦
の
適
正
な
タ
ン
パ
ク

質
含
量
は
10
～
11
％
で
す
。
前
年

の
品
質
分
析
で
高
タ
ン
パ
ク
が
指

摘
さ
れ
た
場
合
は
２
月
上
旬
に
、

低
タ
ン
パ
ク
を
指
摘
さ
れ
た
ほ
場

で
は
２
月
中
旬
を
目
安
に
追
肥
し

ま
し
ょ
う
。

•
六
条
大
麦
「
す
ず
か
ぜ
」

　

２
月
下
旬
追
肥
を
基
本
と
し
ま

す
。
施
用
量
は
天
候
や
生
育
状
況

に
応
じ
て
加
減
し
ま
す
。

４　
雑
草
防
除
（
表
１
）

　

降
雨
や
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、

雑
草
の
発
生
が
増
加
し
ま
す
。
雑

草
が
大
き
く
な
る
と
、
除
草
剤
の

効
果
が
低
下
す
る
の
で
、
雑
草
の

葉
齢
や
麦
の
生
育
状
況
に
注
意
し

て
、
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

難
防
除
雑
草
で
あ
る
ス
ズ
メ
ノ

テ
ッ
ポ
ウ
に
つ
い
て
、
除
草
剤
の

効
き
が
悪
い
場
合
、
次
作
で
は
、

浅
耕
な
ど
耕
種
的
な
防
除
を
組
み

合
わ
せ
た
対
策
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０

－

６
１

－

３
９
１
１

G
A
P
に
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト

　

G
A
P
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
競
争

力
が
強
化
さ
れ
、
農
業
経
営
の
改

善
を
図
れ
る
こ
と
が
一
番
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
国
内
で
先
進
的

に
G
A
P
に
取
り
組
む
生
産
者

は
、
従
業
員
の
自
主
性
の
向
上
や

販
売
先
へ
の
信
頼
を
経
営
改
善
効

果
と
し
て
挙
げ
る
生
産
者
が
多
い

で
す
。
G
A
P
は
、
自
ら
点
検
項

目
や
取
組
内
容
、
各
種
規
程
を
決

め
て
い
き
ま
す
。 

法
令
を
遵
守

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

自
分
た
ち
の
農
場
に
最
も
適
し
た

ル
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

除草剤名 作物名 適用雑草名 10aあたりの使用量（散布液量） 使用時期 使用回数
アクチノール乳剤 麦類 畑地一年生広葉雑草 100～200ml（70～100Ｌ) 穂ばらみ期まで（雑草生育初期） 2回以内

エコパート
フロアブル

小麦
一年生広葉雑草 50～100ml（100Ｌ）

小麦の節間伸長開始期まで（広葉雑草2～4葉期、
ヤエムグラ2～6節期）但し、収穫45日前まで

2回以内
大麦 大麦の節間伸長開始期まで（広葉雑草

2～4葉期）但し、収穫45日前まで

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

小麦 一年生雑草
（イネ科を除く）

100～200ml
（70～100Ｌ)

生育期（雑草の3～6葉期）
但し収穫45日前まで 1回

大麦 生育期（雑草の3～6葉期）
但し収穫90日前まで 1回

ハーモニー75DF
水和剤

小麦
大麦

一年生広葉雑草
スズメノテッポウ※ 5～10g（100Ｌ) 播種後～節間伸長前 1回

GAP実施による経営改善効果
従業員の自主性の向上

販売先への信頼（営業のしやすさ）

資材の不良在庫の削減

生産・販売計画の立てやすさ

品質（等級・規格）の向上

「改善した」と回答した者の割合

70%

56%

54%

44%

46%

出典：「GAP導入による経営改善効果に関するアンケート調査結果」
　　　（H.25.1（独）農業・食品産業技術総合研究機構）を基に農林水産省
　　　生産局農業環境対策課で作成
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

木甘坊の出荷が始まりました～北川辺とまと研究会～
　北川辺とまと研究会（下山房巳会長）が栽培
する「木甘坊」の出荷が、12月13日から始ま
りました。
　ＪＡ北川辺支店に隣接する選果場では、66
名のパート従業員が会員らの指導のもと選果・
箱詰めなどの作業を行っています。朝のうちに
会員が持ち込んだトマトは一つずつレーンに並
べられ、選果機の光センサーによって大きさや
形状別に21種類に分けられ、箱やパックに詰
められます。
　作柄は平年並みで、２月の１日の平均出荷量
は約2,000㌜（１㌜４㌔）。最盛期の４～６月
には、7,000㌜を超えることもあります。
　木の上で熟した甘いトマトをイメージして名
づけられた「木甘坊」は、７月上旬まで首都圏や青森の市場に出荷されるほか、ＪＡ北川辺農産物直売所
でも購入できます。

北埼玉スマート農業研究会が発足
　12月18日に管内の農業者65名が「北埼玉スマート農
業研究会」を発足させ、ＪＡ本店で設立総会が行われま
した。
　近年急速に開発が加速化するスマート農業について、
積極的に活用を促すとともに、地域の水田農業の健全な
発展に寄与することが目的です。
　総会には会員ら72名が参加し、加須農林振興センター
の根岸喜代志所長やＪＡ坂本富雄組合長らが見守る中、
役員や事業計画などを決議しました。
　初代会長には行田市の新井健一さんが、副会長には大
利根地区の小野原新吉さんと羽生市の栗原寿美夫さんが
就任しました。
　当面の間は米麦を中心に活動をすすめ、将来的には園
芸分野への展開を進める見通しで、２月下旬には管内で効果を上げているドローンの活用方法や低コストで導入
できる水管理システムの研修会が開かれる予定です。

騎西の３名が入賞～彩玉なし共進会～
　11月28日に群馬県の伊香保温泉ホテル天坊で「第５回彩玉なし共進会」の表彰式が行われ、加須市騎
西梨撰果所利用組合の３名が表彰されました。

　この審査会は、県が育成した梨「彩玉」の栽培面積の
維持・拡大や品質向上などを目的に毎年行われており、
昨年は管内から７点が出品されました。
　県農林部長賞に輝いた古澤昭さんは「とても光栄。こ
れからも精進していきたいです。」と喜び、県農業技術
研究センター所長賞を受賞した栗原敏男さんは「これか
らも品質向上を目指して頑張りたい。」と話していまし
た。
　このほか、鈴木紀之さんには加須農林振興センター所
長賞が贈られました。

箱詰めされるトマト「木甘坊」をPRする
下山会長

左から：根岸所長・栗原副会長・新井会長・
　　　　小野原副会長・坂本組合長

古澤さん㊧と栗原さん
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正月用三つ葉を出荷～川里園芸組合～
　12月17日、川里園芸組合の坂本重憲さんのほ場をJA全農さいた
まの職員が訪れ、出荷のピークを目前に控えた三つ葉の様子を視察し
ました。
　同組合では、坂本さんと箭内新一さんが「糸みつば」を１年を通し
て水耕栽培で出荷しています。お雑煮やお吸い物などお正月に欠かせ
ない食材として、年末の約１週間は通常の４倍にあたる１日約500㌜

（１㌜１㌔）を首都圏の市場に出荷します。
　坂本さんは「私たちの新鮮な三つ葉で新しい年を迎えていただきた
い。」と、話しています。

消費者と交流～騎西農産物直売所～
　騎西農産物直売所利用組合は、12月15日にJA騎西農産物直売所で

「直売所まつり」を開きました。
　同組合では、毎年この時期に地域の農産物のPRと消費者と生産者
の交流を目的に行っており、今回はそばや焼き芋の実演販売、抽選会
などを行いました。
　くじの１等賞品は、地元の農家が栽培したシンビジウム。当選した
人は大感激していました。
　石川久雄組合長は「強風の吹き荒れる寒い中でしたが、たくさんの
お客さまに来ていただきとてもうれしい。これからも皆さんに喜んで
いただけるイベントをどんどん企画したいです。」と話していました。

相続・遺言セミナーを開催
　ＪＡでは組合員や地域の皆さまに円滑な財産承継をすすめていた
だこうと、毎年各基幹支店で相続・遺言セミナーを開いています。
　北川辺支店では12月21日に開き、管内から17名が参加しました。
弊誌の「税務相談」を執筆する西田芳秋税理士が講師を務め、事前
の対策の重要性について訴えました。
　参加者は「『そのうち』ではなく、元気なうちに準備を進めてい
きたい」と話していました。
　このほか、今年度は１月18日に騎西中央支店で行い、２月15日
には川里中央支店で開講する予定です。

クリスマスフラワーアレンジにチャレンジ～彩女(あやめ)セミナー～
　ＪＡは、12月12日にフラワーアレンジメント教室を開きました。一般募集した管
内の女性20名が参加し、クリスマスをテーマにしたアレンジを完成させました。
　この講習は地域貢献活動として行う彩女セミナーのプログラムの一つ。第２回のこ
の日は、ＪＡ全農さいたまの協力を得て、ＪＡアグリホールくきで行いました。
　講師に迎えたのは騎西地区で生花店を営むフラワーコーディネーターの川畑久子さ
ん。使用する花の種類や挿し方だけでなく、扱い方や今後の管理なども楽しく教えて
もらいました。
　加須市から参加した金子つや子さんは、「最後に真っ赤なグロリオサを挿すことで
一気にクリスマス感がでました。多くの人に観てもらいたいので、玄関に飾りたい。」
と大喜びで持ち帰りました。

川畑さん㊨に指導を受け
る参加者

三つ葉の説明をする坂本さん㊥
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「みつか味噌」仕込み開始
　北川辺農産物加工研究会で、11月下旬から「みつか味噌」の
仕込みが始まりました。
　商品名は、水害から食料を守るために自宅の敷地内に小高く土
盛りをして建てた小屋「水塚（みつか）」から名づけられました。
　１回の仕込みにかかるのは、合計４日間。原料の北川辺コシヒ
カリと県内産大豆の水洗いから桶への仕込みまで、すべて手作業
で行います。
　鈴木桂子会長は、「皆さんの『美味しい』の一言で、作業にも
力が入ります。添加物を一切使用しない私たちの味噌をぜひ一度
味わってみて。」と話しています。
　みつか味噌はこし味噌594円、粒味噌540円（いずれも
１パック750㌘・税込）の２種類。JA北川辺支店と北川
辺農産物直売所で販売しています。

女性部でお正月用フラワー
アレンジメント教室

　騎西地区のJA女性部４支部が、12月27日に毎年恒例
のお正月用フラワーアレンジメント教室を開きました。
　鴻茎支部（梓沢幸子部長）と田ヶ谷支部（坂本ヨシ子部
長）は鴻茎コミュニティセンターで、種足支部（藤井正子
部長）と騎西支部（若林美江部長）は種足コミュニティセ
ンターで行い、合計32名が参加しました。
　花のあずさ園騎西店の川畑久子さんの指導のもと、若松
や千両、桔梗蘭などを１本ずつ丁寧に挿していきました。
できあがったアレンジに部員は大満足。スマートフォンで
記念撮影をしたり、互いの作品を見せ合ったりしていまし
た。

イチゴの出荷が始まりました
　大利根中央支店管内で、特産のイチゴの出荷が始まりました。
　出荷するのは、中央苺組合と大利根苺組合、東部苺組合、阪東苺組合、豊
野連合苺組合、原道苺組合です。
　阪東苺組合の村瀬由春さんは、12月９日から出荷を始めました。村瀬さ
んは同地区に購入した農地にハウスを建て、平成19年から洋ランの栽培に
励んでいましたが、近隣で盛んに生産されているイチゴに魅力を感じ、昨シ
ーズンから栽培を開始しました。
　約９㌃で「紅ほっぺ」と「よつぼし」を育てる村瀬さん。「日々の管理に
励み、５月末までの出荷を目指したい。」と２シーズン目の意気込みを話し
ています。

こし味噌㊧と粒味噌

鴻茎支部と田ヶ谷支部

種足支部と騎西支部

紅ほっぺを収穫する村瀬さん
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加須の江森さんが社会科の先生に
　12月10日、加須市北篠崎の江森農園は、同市立三俣小学校（山口真吾校長）の児童
の訪問を受けました。社会科の授業の一環として、子供たちに「農家の仕事」を学んで
もらうことが目的です。
　訪れたのは、３年生児童92名。この日のために江森さんは星形とハート形のキュウ
リを用意しました。輪切りにしたものを児童に見せ、「どのようにできたでしょうか」
とクイズを出題。３つの選択肢を示すと「まれにこのような形に生る」
は０名、「この形のキュウリができる種を蒔いた」には約10名、「型
に入れた」には約80名が手を挙げ、正解した児童は飛び上がって喜
んでいました。

ローストチキンが完成～フレッシュミズ部会～
　JA ほくさいフレッシュミズ部会は、12月14日に行田市の桜ヶ丘公民館でクリスマ
ス料理教室を開き、部員ら21名が参加しました。
　この日のメインディッシュはローストチキンです。厚生産業株式会社の山根竜生さん
が熱心に指導しました。糸をかけて塩こうじパウダーに一晩漬けた丸鶏をオーブンで焼
くと、ジュージューと音を立てながら肉汁がしたたり落ち、部員らを喜ばせました。
　程よい塩味に仕上がったチキンに、みんな大満足。小暮恵子部長は「とても美味しい。
クリスマス本番にも家族にふるまいたい。」と話していました。

川里の小河原さんが新人普及指導員を指導
　12月３日、鴻巣市広田の小河原洋蘭園は、県内の普及指導員の視察研修
を受け入れました。
　新人の花き担当普及指導員の研修が目的で、県農業技術研究センターの篠
﨑誠農業革新支援部長の引率のもと、４名がプリムラ苗などを見学しました。
　ハウスの中で一つ一つの苗を手に取りながら、葉や茎、根などを真剣なま
なざしで観察した普及指導員。園主の小河原一雄さんに「根張りを良くする
には」や「開花調整するには」などの質問を次々と投げかけました。
　小河原さんは「花き担当の職員が増えていくことはとても心強い。立派な普及指導員になって、埼玉県の花き
を支えていってほしい。」と話していました。
　普及指導員は農業者に技術指導や経営相談、情報提供を行う県の職員で、農林振興センターなどでその職務に
ついています。

当選番号を決定
～ウィンターキャンペーン2019～

　JAは、１月６日に「ウィンターキャンペーン2019」の抽選会を行いました。
　11月１日から年末にかけて店頭で販売したくじ付き定期貯金は、大勢の皆さまか
らご支持をいただき、計18億円のご契約となりました。
　当日は坂本富雄組合長が抽選箱からくじを引き、当選番号を決定いたしました。今
回の賞品はファミリーレストラン等で使える「ジェフグルメカード」で、この日決ま
ったのは、１等5,000円30本、２等3,000円90本、３等1,000円330本の全450本
です。
　当選番号は当組合ホームページに掲載するとともに、ご当選されたお客さまにはお
預入いただいた支店からご案内いたします。

プリムラの説明をする小河原さん㊧

くじを引く坂本組合長㊨
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　弘治３年（1557年）、安産を願った羽生城主・
木戸忠朝の妻によって創建されたといわれていま
す。以来地域の人々に安産・子育ての神様として
親しまれてきました。
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伝えられています。
　隣接する公園は藤の名所としても知られており、
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JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏
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難
で
す
。

孫
に
遺
言
を
書
く
と

　

養
子
縁
組
を
し
な
い
で
「
孫
○
○

に
農
地
と
農
業
用
の
施
設
を
遺
贈
す

る
」
と
遺
言
し
た
場
合
、
相
続
人
で

な
い
孫
へ
の
農
地
の
遺
贈
は
特
定
遺

贈
と
さ
れ
、
こ
の
部
分
は
無
効
に
な

り
ま
す
。
他
の
財
産
の
遺
贈
を
受
け

ら
れ
た
と
し
て
も
、
遺
留
分
が
な
い

の
で
相
続
人
か
ら
侵
害
額
の
請
求
を

受
け
て
遺
言
の
効
果
は
半
減
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

孫
を
養
子
に
す
る
と

　

祖
父
と
孫
が
養
子
縁
組
を
す
る
と
、

孫
は
祖
父
の
嫡
出
子
た
る
相
続
人
に

な
り
ま
す
か
ら
農
地
の
遺
贈
は
有
効

で
す
。
縁
組
後
は
相
続
を
待
た
ず
し

て
農
地
の
生
前
一
括
贈
与
を
受
け
、

贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
特
例
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
に
耕
作
し

て
い
る
す
べ
て
の
農
地
の
所
有
権
や

利
用
権
、
耕
作
権
が
孫
の
も
の
に
な

り
、
納
付
す
べ
き
贈
与
税
は
贈
与
者

ま
た
は
受
贈
者
が
死
亡
す
る
ま
で
、

猶
予
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、

贈
与
を
受
け
た
年
の
１
月
１
日
に
お

け
る
孫
の
年
齢
が
20
才
以
上
、
祖
父

が
60
才
以
上
で
あ
れ
ば
、
相
続
時
精

算
課
税
制
度
（
財
産
２
５
０
０
万
円

ま
で
贈
与
税
は
無
税
で
、
こ
れ
を
超

え
る
部
分
に
対
し
て
20
％
の
贈
与
税

が
課
税
さ
れ
る
し
く
み
）
に
よ
っ
て

農
地
や
農
業
施
設
等
の
贈
与
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
前
贈
与
し
た
農
地
に
は
相
続
税
が

　

贈
与
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
生
前

一
括
贈
与
を
受
け
た
農
地
は
贈
与
者

の
相
続
開
始
時
の
価
額
で
、
相
続
時

精
算
課
税
制
度
に
よ
っ
て
贈
与
さ
れ

た
農
地
は
贈
与
時
の
価
額
を
相
続
財

産
に
加
算
し
て
相
続
税
を
計
算
し
、

納
付
し
た
贈
与
税
額
を
精
算（
控
除
）

し
ま
す
。
農
地
の
価
額
が
贈
与
時
よ

り
値
上
り
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
相

続
時
精
算
課
税
制
度
が
、
値
下
り
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
生
前
一
括
贈
与

を
選
択
し
た
方
が
得
策
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
生
前
一
括
贈

与
を
受
け
相
続
財
産
に
加
算
さ
れ
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
祖
父
の
相
続
税

の
申
告
に
お
い
て
、
相
続
税
の
納
税

猶
予
の
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

養
子
縁
組
を
解
除
し
た
場
合
の
贈
与
の
特
例

　

贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
特
例
を
受

け
た
農
地
の
受
贈
者
が
養
子
縁
組
の

解
除
に
よ
り
贈
与
者
の
推
定
相
続
人

に
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
贈
与

税
の
納
税
猶
予
の
全
部
が
打
ち
切
ら

れ
、
本
来
の
贈
与
税
額
と
利
子
税
を

合
わ
せ
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
相
続
時
精
算
課
税
の
適

用
を
受
け
た
受
贈
者
が
養
子
縁
組
を

解
除
し
て
推
定
相
続
人
で
な
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
祖
父
か
ら
贈
与
に
よ

り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
相
続
時
精
算
課
税
を
適
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
留
意
し
て

孫
を
養
子
に
し
た
場
合
の
営
農
と

相
続
の
税
は
ど
う
変
わ
る
の
か

下
さ
い
。

事
業
用
資
産
の
贈
与
税
の
納
税
猶
予

　

規
模
拡
大
に
伴
っ
て
、
投
資
額
が

大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
使
用
貸

借
か
ら
固
有
財
産
へ
経
営
基
盤
の
拡

充
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
贈
与
税
に
お
け
る
農
地
の
生
前

贈
与
と
ほ
ぼ
同
じ
し
く
み
で
、
農
業

用
の
宅
地
や
建
物
、
農
業
用
機
械
を

後
継
者
へ
生
前
贈
与
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

養
子
縁
組
と
は

　

養
子
は
、
養
親
と
養
子
が
縁
組
を

す
る
意
思
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
し

ま
す
。
普
通
養
子
は
養
親
よ
り
年
下

で
あ
れ
ば
よ
く
、
何
人
の
養
子
に

な
っ
て
も
よ
く
、
養
子
の
数
に
も
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養
親
は
養
子
を

相
続
し
、
養
子
は
養
親
を
相
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
15
才
未
満
の
未

成
年
を
養
子
に
す
る
場
合
は
そ
の
法

定
代
理
人
の
承
諾
が
必
要
で
す
が
、

15
才
以
上
の
未
成
年
を
養
子
に
す
る

場
合
は
未
成
年
の
意
思
に
よ
り
ま
す
。

養
子
縁
組
の
メ
リ
ッ
ト

　

相
続
税
の
総
額
を
計
算
す
る
場
合

の
、
基
礎
控
除
額
、
法
定
相
続
分
、

死
亡
共
済
金
・
死
亡
退
職
金
の
非
課

税
金
額
は
養
子
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
増
え
相
続
税
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
養
子
の

お
孫
さ
ん
は
２
親
等
で
す
か
ら
本
人

の
相
続
税
額
は
２
割
加
算
に
な
り
ま

す
。

�



二重マスの文字を
A ～ F の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
鬼
は
─
─
、
福
は
内

❷
天
井
と
か
も
い
の
間
に
作
ら
れ
ま

す❸
元
素
記
号
は
F
e
。
身
近
な
金
属

で
す

❹
銭
湯
へ
入
る
と
き
に
く
ぐ
る
こ
と

も❺
床
側
に
腹
を
向
け
て
寝
そ
べ
り
ま

す
。
─
─
寝

❼
自
然
の
美
し
い
風
景
を
表
す
言
葉
、

─
─
風
月

❿
ち
ら
し
や
C
M
も
こ
の
一
手
法

⓫
赤
い
花
が
咲
く
梅
の
こ
と

⓮
√
の
記
号
で
表
し
ま
す

⓰
出
発
─
─
に
な
っ
て
忘
れ
物
に
気

付
い
た

⓲
寺
院
へ
入
る
と
き
に
く
ぐ
る
こ
と

も

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
２
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
１
月
号
の
答
〉

　

エ
キ
デ
ン

⓳
酒
を
飲
む
と
回
る
人
も
い
ま
す

タ
テ
の
カ
ギ

❶
雲
が
浮
か
ん
だ
り
星
が
輝
い
た
り

❸
2
月
23
日
は
─
─
誕
生
日
。
国
民

の
祝
日
で
す

❻
受
験
生
が
縁
起
を
担
い
で
食
べ
る

こ
と
も
あ
る
揚
げ
物

❽
人
が
並
ぶ
と
で
き
ま
す

❾
港
─
─
。
城
下
─
─
。
─
─
工
場

❿
良
い
だ
し
が
出
る
海
藻

⓬
し
ば
し
ば
野
党
と
や
り
合
い
ま
す

⓭
2
0
2
0
年
は
─
─
年
。
2
月
が

29
日
ま
で
あ
り
ま
す

⓯
将
棋
の
盤
面
に
並
べ
る
物

⓱
走
り
高
跳
び
の
選
手
が
跳
び
越
え

ま
す

⓲
読
経
に
合
わ
せ
て
ポ
ク
ポ
ク
た
た

き
ま
す

⓴
縁
、
結
、
続
に
共
通
の
部
首

㉑
X
と
Z
の
間

☆
12
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
10
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を
お
贈

り
い
た
し
ま
す
。

　

一
年
の
う
ち
で
一
番
寒
い
と
い
わ
れ
て
い
る
２
月
。空
気
が
澄
み
渡
る
こ
の
季
節
、

配
達
途
中
に
見
え
る
雪
化
粧
し
た
富
士
山
に
心
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
23
日
は
令
和
初
の
天
皇
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。
ご
即
位
後
初
と
あ
り
、
毎
回

行
わ
れ
る
皇
居
一
般
参
賀
に
は
い
つ
に
も
増
し
て
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
の
で
し
ょ
う

ね
。

Ｓ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
瀬
山　
和
也
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
村
社　
米
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
稲
垣
富
美
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
関
口
多
佳
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
荻
野　
徳
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
武
正　
亮
一
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
野
中　
満
枝
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
江
原　
正
男
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
金
子　
弘
美
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
坪
井　
義
典
さ
ま
（
大
利
根
）

　

当
選
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ち
ょ
き
ん

ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
は
、
保
存
容
器
３
個

セ
ッ
ト
、
保
冷
温
バ
ッ
ク
、
ポ
ー
チ
、

通
帳
ケ
ー
ス
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
５

種
類
。

　

ど
れ
が
当
た
る
か
は
届
い
て
か
ら

の
お
楽
し
み
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン

ト
は
変
わ
る

こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ

さ
い
。
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